
目標

項目 令和8年度の目標 目標達成の評価指標 令和8年評価

医局
業務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施
予定手術前日の当直や夜勤に対する配慮

連続当直にならない勤務表作成
手術日の前日が当直にならない勤務表作成

薬剤科

病棟薬剤業務の導入
持参薬の調査
持参薬の代替薬を提案し（用法・用量含む）、入院中の薬物治療を支援する
後発薬の切り替えのためDIニュース発行で周知、新規採用薬のDIニュース発行、薬剤の注意などのお知らせ
後発薬の切り替えのためDIニュース発行で周知、新規採用薬のDIニュース発行、薬剤の経過状況などの
お知らせ
服薬指導及びインシュリン、吸入の手技指導

持参薬管理表作成件数

DIニュース発行数、薬剤インフォメーション

インシュリン、吸入手技指導

看護部
発熱患者の予診票を作成し、診察前の情報収集とCOVID-19検査、インフルエンザ検査
予約入院患者の情報収集、入院時の説明、検査オーダー確認、ムンテラのセッティング、検査手順の説明
医師が診察をする前に定型の問診票等を用いて、患者の病歴・症状を聴取する

発熱患者の問診と検査オーダー確認
予約入院患者数

検査科
負荷心電図の実施
乳腺エコーの実施
外来患者の採血

負荷心電図件数
乳腺エコー件数
外来患者の採血

栄養科

チーム医療を通して適切な栄養管理を行い提案していく。
患者情報からNST対象を割り出し提案し、介入していく。
病棟栄養管理で、患者の栄養状態を把握し、適切な栄養計画を提案、並びに実践する。
既往歴を参薬等をチェックし、特別食加算対象者を割り出し、主治医にオーダーを提案する

栄養サポートチーム加算

地域連携
相談室

ICの同席、及び同席時の「人生の最終段階における医療・ケアプランニングシート」の記入
病病連携・病診連携・地域連携の窓口となり、紹介患者のルール作り（病病・病診）や退院患者の
受け皿への連携（地域連携）により、入退院の支援
開業医からの患者紹介の際は地域連携室が窓口になり、医師・看護師への橋渡し

IC同席（及びプランニングシートへの記入）数
紹介患者数（転院・入院・外来）

実態調査応援件数
介護支援連携加算の算定件数

放射線科

山大への読影依頼の発信、依頼文代筆、修正及び結果のレポート提出
開業医からのCT検査依頼  CD作成、レポート提出
CT撮影時、異常所見等が見られた場合、画像再構成、Tin-slice画像、MPR、3D画像等の提供を行う等
診断のサポートとなるような対応
医療用放射線安全管理責任者のサポート

読影レポート件数
依頼文代筆、修正件数
開業医からのCT検査依頼件数

医療用放射線安全管理責任者サポート対応報告

リハビリ
認知機能検査その他の心理検査の実施（HDS-Rの実施）
リハビリテーションに関する各種書類の作成・説明・書類交付

HDS-R評価件数
リハビリテーション総合実施計画書
実施計画書、目標設定等支援管理シート等

医師事務
作業補助者

医師事務作業補助者の１名増員
診療情報提供書、診断書、入院時サマリー下書作成、主治医意見書の作成、地域連携パスへの代行入力
外来患者の紹介状と返書の清書、外来患者と施設にいる患者の主治医意見書の入力

サマリー件数
紹介状、返書、主治医意見書作成件数
医師事務作業補助者の人数

令和8年度　舟山病院の医師負担軽減計画

勤務医の負担軽減を勧めるためには、コメディカルを含めた協力体制が必要である。
医師事務作業補助者を配置し、医師の業務負担を軽減する。
役割分担の検討を重ね、実践・評価・改善を行う。


